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はじめに
　明治学院大学社会学部付属研究所相談・研
究部門は、地域福祉実践（以下、実践）として、
2006〜2015年度までの10年間、港区立子ども家
庭支援センターの事業「港区地域こぞって子育
て懇談会」（以下、懇談会）を共催した。共に企
画をする主体となった活動者は、子育て当事者
を中心とする地域住民、本学生も当初よりボラ
ンティアとして関わりをもった。子育て当事者
らと懇談会企画を行うことにより、当事者だか
らこその課題提起がなされ、地域住民が子育て
や子どもたちの課題に主体的に取り組めるよう
支援や連携・共働をしたいと考え取り組んだ実
践である。

１�　「港区地域こぞって子育て懇談会」実践に
至った経緯

　明治学院大学社会学部付属研究所（以下、社
付研）は、2000年度以降、民間相談機関の立場
で地域福祉実践を模索してきた。社付研の実践
とは、身近に起こる生活課題（例として、子育
てや介護、それらを担うことの多い女性たちの
課題等）の解決のために、当事者同士の連帯と
彼らによる発信・提案を促し、課題への取り組
みを通して、市民一人ひとりが従来もっている
力を発揮し、市民としてよりエンパワーするよ
う支援することと考えてきた。地域の福祉課題
解決のための土壌づくりをめざし、市民自らに

よるボランタリーな活動を推進する目的で、市
民講座等も開催してきた。社付研の実践フィー
ルドである東京都港区には、どのようなボラン
タリーな活動が存在するかを学ぶための研究会
開催等も試み、様々な活動者と直接出会うこと
を意図してきた。社付研の子育て支援領域への
接近は、主に2002～2003年度に行った実践を通
じて得た情報やニーズから、ソーシャルワー
カーらが地域課題として「子育て」を認識した
ことに端を発した。
　社付研には専任ソーシャルワーカー１名の
他、３年任期の非常勤ソーシャルワーカー１名
が勤務する（本実践の間、計４名が勤務）。大学
内の研究所という特徴から、研究所所員（毎年
３名の社会福祉学科教員が交代で担当）がスー
パーバイザーとして、実践の方向性について協
議に参加する。実践として相談活動（1）の他、市
民講座等の企画実施をする。市民講座等の企画
は、相談活動から知り得たニーズから発想し、
関係構築した諸活動者と共働する姿勢を基本に
する。
　社付研の子育て支援に関わる実践は、2004年
度から開始した。親子で集う自主グループ活動
を含む子育て当事者によるボランティア活動支
援を模索し、近隣の関係機関に活動情報や各機
関の支援実態等の情報収集から着手した。（資料
1）は、社付研が実践を模索し始めた時の発想
を挿入した懇談会実行委員への説明資料であ
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る（2010年度版）。実践のビジョンとして、「地
域の中で誰もがいきいきと暮らせる地域社会創
り」を掲げ、「子育て中だからこそできる発信
と地域活動」を応援し、「地域の大人たち皆が
子育ての当事者になれるように」働きかけるこ
とをミッションとした。

　2004〜2005年度に子育て当事者による自主グ
ループ活動者との出会いを得て、2005年度その
活動者らと「都心で子育てまっ最中！ママ・パ
パからの発信～子育てをささえる地域創りとは
～」をテーマとする市民講座を実施した（2006
年３月開催）。講座開催を通し、子育てをささ
える地域創りの課題や子育てグループの活動上
の課題や要望を知ることとなった。この企画過
程と開催日当日、港区立子ども家庭支援セン
タースタッフに参加を呼びかけ、当日はコメン
トも依頼した。
　上記の関係構築の結果と考えられるが、2006
年５月港区立子ども家庭支援センター（以下、
センター）より、「港区地域こぞって子育て懇談
会」の企画を委託したいとの相談を受けた。懇
談会は、子育て当事者を含む関係者に地域ぐる

みで子育てしようと呼びかけ、地域内にネット
ワークを築くことも目的として、子どもと子育
て環境向上のため情報や意見を交換する場であ
る。社付研は、懇談会企画委託を受け、子育て
当事者が参画できるよう支援することを通じ、
子育て当事者の発信や提案の機会を作れること
と、その過程を通して子育て当事者グループ間
の関係構築に寄与できる、との理由から受託を
決め、これらを実践の目的とした。

２�　港区の「港区地域こぞって子育て懇談会」
の位置づけと目標

　2006年度時点の港区の「港区地域こぞって子
育て懇談会」事業の位置づけ等は、以下の通り
である。

事�業の概要：男女平等参画の視点で地域ぐるみ
で子育てができる環境づくりのため、地域に
出向き、「地域こぞって子育て懇談会」を開
催する。地域での子育て支援を推進する民間
団体等に、講師派遣または研修委託形式で懇
談会運営を依頼し、区民、団体、企業等の参
加を求め、区内５地区での連続的な講座また
は研修等の形式で実施する。所管課は、子育
て推進課子ども家庭支援センターの機能とす
る。

対象：在住・在勤・在学者・事業者

 
 
・子育て中だからこそできる 
            発信と地域活動 
・地域の大人たち皆が 
   子育ての当事者になれるように 
     
  

 
 明治学院大学社会学部付属研究所は、 
 こんな応援をしたいと考えています 

 
地域の中で誰もがいきいきと暮らすために 

・・・これまでの港区地域こぞって子育て懇談会・・・ 
２００９年度こぞって報告書にこれまでの経過があります。 
目を通してみてください（２ページから７ページ）。 
 
◆なぜ、社会学部付属研究所は、このような実践をはじめたのか？ 
 
社会学部付属研究所スタッフは、 
「ソーシャルワーカー」（社会福祉士）という社会福祉の援助職です。 
社会福祉の実践は、ひとりひとりが主体的に生きることへの支援です。 
サービス利用当事者自身による活動支援も重要な実践と考えています。 
当事者というニーズをもつ人・ニーズを知る人こそ、いい資源やサービス・環境を 
つくるという発想をもっています。 
 
社会学部付属研究所にはおもちゃ付きのへやがあり、ママたちのボランティア活動 
（ミニコミづくりや仲間づくりなど）の支援を2004年に始めました。 
ひとりぼっちで子育てする人がないように、子育て/子育ち環境の向上へ向けて、 
まずは、子育て当事者による主体的な活動の活性化を願い、私たちにできること・ 
応援できることを模索してきました。 
 

地域こぞって子育て懇談会：地域ぐるみで連携し、子育てをバックアップする方法を考え、実践していくこ
とをめざす。

　懇談会の人選や構成については、区が関与するが、その
コーディネートや先行事例の活用による資料作成について
は、すでに先行している民間団体等のノウハウを活用する
ことが合理的であり、委託により、その蓄積を生かす。

地域での子育てを推進する民間団体等
直接に子育てに関わっていない人や団
体、事業所も巻き込んだ子育て支援をす
でに実践し、ノウハウをもっている。

区
子育て支援施策は、主に
は子育て中の人に対する

直接の支援

　民間団体の蓄積を、地域に応じて活用した成果を具体
的な提案を報告書としてまとめ、区にフィードバックす
る。区は施策に生かす、または、支援策を検討する。

子育てが終わった 高齢者

事業所

子育て中の親、子

地域の団体

資料１　社付研の実践について

資料２　�港区の「港区地域こぞって子育て懇談会」
事業のイメージ

出典：子ども家庭支援部事業概要　2006（平成18）年度
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目�的：子育てに関係ないと考えていた人や企業
を巻き込み、地域ぐるみで子育てを支援する
取り組みを考える機会とする。懇談会をきっ
かけに地域で有効な取り組みが多数創出され
た場合、実現可能な事業については、平成18
年度以降に助成制度の創設を検討し、地域で
の取り組みをバックアップする仕組みを検討
していく。

３�　各年度の「港区地域こぞって子育て懇談会」
実践経過

　社付研が、センターと懇談会を共催した10年
間の経過を〈年表〉に提示する。〈年表〉は、
懇談会の公式報告書や記録類（非公式記録含む）
を基に作成した。年度毎に、掲げたキャッチコ
ピー、内容、外部協力者・報告者等、活動紹介
団体数、懇談会の形式、参加者数、参加者内訳、
実行委員の構成等、「地域こぞってネットワー
ク会議」参加者/団体数、連動した社付研の実
践活動、担当ソーシャルワーカーを記載した。

４�　各期の「港区地域こぞって子育て懇談会」
実践の経緯と成果

　〈年表〉の通り、主な担い手の特性や実施形
式等の懇談会の特徴から、10年間の実践経過は、
便宜的に３つの時期に分けられる。各期の担い
手の特徴、懇談会の内容等の経緯、事後の発信
内容、連動した社付研の実践活動の経緯に関し、

〈年表〉を補足する形で以下に提示する。

■第１期：2006年度・2007年度・2008年度
　2005年度市民講座に参集した子育てグループ
活動者が、第１期の主な担い手であった。幼稚
園利用年齢の子どもをもつ母親で、自営／経営
の手伝いをする人を含む専業主婦中心だった。
2008年度になり、懇談会参加者が初めて実行委
員へ応募したり、外勤フルタイム勤務の母親の

初参画があった。2007年度と2008年度は、子育
てグループ間のつながりとして活動を開始した
みなと子育てネットWa.Wa.Waのプロジェクト
が実行委員を担った。
　センター側の、懇談会実施を通して子育てグ
ループ活動者のスキルアップもめざしたいとの
意向を受け、実行委員会と併行して活動スキル
アップ講座も開催した。
　2006年度は事業共催初年度の上、実行委員会
開始から開催日までの時間が限られていたこと
から外部協力者に相談して企画案を作成し、実
行委員が協議した。実行委員のアイデアから、
内容に「子どもたちと遊ぼうタイム」が加わっ
た。懇談会内のバズセッション部分を、丸くなっ
て話す場面をイメージできるよう「ラウンド・
ミーティング」と称した。その進行方法とお題
は、外部協力者の助言から以下とした。

◇�ラウンド・ミーティングの進行ルール→
「どんどん話しましょう」「他の人の話も
聞きましょう」「アメをなめながら気楽
にお話ししましょう」

◇�お題→「子育てをささえる地域創り」の
実現に向けて、大切にしたいこと、めざ
したいこと、必要と思うことなどを話し
合い、グループでひとつの「地訓」をつ
くる。「地訓」とは、地域の家訓の意味。

　2006年度キャッチコピー「みんなで聞こう・
いっしょに話そう」は、活動スキルアップ講座
講師の「広報に使用する言葉は自分たちの言葉
で語りかけよう」との指導から、実行委員が検
討し作成された。その後、継続して懇談会の体
を表す表現として使用されていった。
　2007年度は、実行委員の発案により行った「子
育てアンケート」調査の結果報告（寸劇付きで
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実施）、調査から見出されたニーズから３つの
提案（資料４）を行い、参加者とディスカッショ
ンした。キャッチコピー「急募！子育てにやさ
しい店と街」も調査結果から導かれた。実行委
員の提案に対し参加者からは、「子育て支援は
贅沢だ」とのコメントも残された。

　翌2008年度は、改めて前年度提案の吟味をし、
先行する他地域の拠点を視察したり、実行委員
が伝えたかったメッセージの再検討をした。再
検討の末掲げたキャッチコピーが、「つながり
の輪をひろげたいなあ」だった。社付研は、「子
育て支援は贅沢」との指摘に対し、2008年度こ
のテーマの市民講座を行った。また、2007年度
調査協力者へ呼びかけ、「子育てをささえる地
域創り座談会」と称するグループインタビュー

を実施し、「子連れでゆっくり安心して利用で
きる店舗」「子連れで集えるオープンスペース」
の具体的なイメージや要望を把握し、実行委員
会へ参考意見として提供した。2008年度懇談会
は、「子育てにやさしいまちへの次なる提案」
として、（資料５）の内容が寸劇付きで発信され
た。2006年度と2007年度の参加者内訳から、地
域活動者の参加はあるが子育て支援関係機関

（事業所）の参加が少ないこと、提案内容をそう
した関係者に届けたいことから、2008年度コメ
ントを依頼する形で子育て支援関係機関関係者
13組に参加してもらった。参集の上記関係者か
ら、子育て支援に関わる関係者が横つながりで
集まれる場を求める声が残された。
　事業開始当初のセンター側の意向は、港区内
５地区での懇談会開催だったので、2006年度は
センターの所在する芝地区と社付研が所在する
高輪地区で開催し、翌2007年度は子ども急増地
域の芝浦港南地区で開催した。2008年度以降は、
港区全域を対象として年１回の開催方式で継続
した。2008年度以降懇談時間確保のため、子育
てグループの活動紹介は、プレゼンテーション
から展示に変更した。センター地域活動室や社
付研を利用する団体等、子育てや子どもたちを
応援する活動団体の展示による活動紹介への参
加を呼びかけ、活動への支援と共に、懇談会告

資料３　2006年度できあがった「地訓」

   ・・・私たちの３つの提案・・・ 
 
子育てにやさしい 
  店と街へ！！ 
 

子育てにやさしい 
店の基準づくり 

子育てバギー 
キャラバン 

やりま～す！ 

子連れで集える 
オープンスペース 

大募集！ 

資料４　2007年度の提案
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知や参加を促す機会とした。

■第２期：2009年度・2010年度・2011年度
　第２期は、みなと子育てネットWa.Wa.Waの

当初メンバーが減少し（子どもの小学校入学期の
母親の復職その他の理由による）、上記メンバー
の口コミと社付研主催市民講座（「子育て支援は
贅沢か？その２」）参加者等へ呼びかけ、新規メ
ンバーを募った。2010・2011年度は、実行委員
募集のための活動説明会も開催した。2009年度
初めて父親の参加を得たり、自営/経営の母親や
子育て期の勤務のあり様を模索する母親等が加
わった。2010・2011年度は、育児休業中を含む
外勤フルタイム勤務の母親や自営/経営（ベビー
シッター派遣やベビーマッサージ業含む）を担う
母親が複数加わり、母親たちの就労状況が多様
になった。子どもたちの年齢は、１歳前後を含
む就学前が中心ながら小学生も増え、中学生も
加わった。

 「子育てにやさしい街への提案」 
       “次なる提案” 
  “つながりの輪を 
 ひろげるためにできること” 
●居場所づくりから、地域の中に顔見知りをふやせるつなが

りづくりをしたいです。 
  子育て世代だけでなく、異世代のつながりもひろがりま

すように。 
●子育て支援関係機関のみなさん、子育て当事者がお客さん

にならず、主体的につながりをつくれるよう、これから
も応援してほしいです。 

●子育て支援関係機関のさまざまな事業の場も、地域のさま
ざまなつながりをひろげられる場になったらうれしいで
す。 

  
 
 

 

資料５　2008年度の提案

資料６　「地域こぞって子育て懇談会」とは？
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　新たな実行委員が加わり、改めて懇談会とは
何かを共有する必要があり、「地域こぞって子
育て懇談会とは？」の（資料６）を作成した。年
度の開始時には、懇談会の「基本コンセプトと
大切にしていること」も共有することにした（資
料７）。懇談会企画の中で用いた「ラウンド・ミー
ティング」は、わかりにくく固い印象があると
の意見から、2010年度以降「井戸端会議」を用
いることになった。

　2009・2010年度実行委員会では、前年度の懇
談会で語られた、地域のつながりの中で子育て
することの課題に関し、それぞれの子育ての思
いや悩みを語りながら協議した。そこから「子
どもをもって感じたよ、地域のつながりだいじ
だね」というメッセージや、「まちに顔見知り
がいると安心できるね」というキャッチコピー
が生まれ、実行委員は各自の実感を自分の言葉
で発信した。また、継続委員はじめ新たな委員
からも、港区内の地域のつながり創りの先進的
な担い手の情報が集まり、10組の報告を共有し
た（〈年表〉参照）。
　2010年度は、前年度の多様な主体による取
り組みを踏まえ、実行委員たち＝子育て当事者
自身が取り組む居場所づくりとアイデアを報告
し、「まちの中に、あなたや子どもの居場所あり
ますか？」と問いかけた。人と場と情報等を「と
りもつ」ことの重要さが発信され、井戸端会議
では、求められる様々な居場所像やその確保の
ための課題が数々挙げられた（資料10-11参照）。

　2008年度の子育て支援関係機関関係者からの
横つながりの場を求める声と、懇談会でのつな
がりを発展させたいという声が毎回参加者から
残されたことから、センターと協議し2010年度
以降「地域こぞってネットワーク会議」を開催
することになった。この会議は、「港区の中で
子育てや子どもたちを応援しようという、同じ
目標に向かう関係機関/団体同士が、直接顔を
合わせ、互いの取り組みを知り、関係を築き、
共働の可能性を拡げる」ことを目的とする。懇
談会は、子育て当事者の課題提起が起点である。
拡げるネットワークも子育て当事者という生活
者をまん中に、様々な子育て支援実践者/地域
内の活動者/企業商店を含む事業所等が情報交
換と交流のために集まる場と想定した。１月開

◇基本コンセプト：
　�子育て当事者による 課題提起から井戸端
会議へ
◇大切にしていること：
　立場を超えて話せる対話の場づくり
　市民としてできることを考え行動したい
　顔の見える共働する関係を築き拡げたい

これからできる公共施設、 
可能なら、既存の施設にも、 

こうした“よさ”を求めていきたい 
と話しました。 

つながりをひろげる、 
こんな“よさ”をもつ 

居場所・ 
オープンスペース 

 がふえるといいなぁ  
   「芝の家」の“よさ” 
1. 住宅のある地区の中にある 
2. 建物のオープンさ 
3. ビルの中に入って行かなくてよい 
4. 中から声かけてくれる 
5. 乳幼児親子もダメではない 
6. 学生がいるのがよい 
7. おばちゃん・おじちゃんが出入りしている 
8. サラリーマンがランチしているオモシロイ 
9. 平日働いている親も土曜に子連れで行ける 
 
 

２００９年度懇談会後、企画メンバーで話したこと・考えたこと 

 
懇談会でできた 

つながりを 
発展させたいね 

 

 

 
町会・自治会・ 

商店会と 
つながりたいね 

 

 

 

 
パパの子育てへの 

関わりや 
活動の機会が 

ふえるといいなぁ 
 

 子育て当事者が 

懇談会にもっと参加してくれるといいね 
 

2009年度懇談会後、企画メンバーで話したこと・考えたこと 

●地域こぞってネットワーク会議           
→2010年度以降、夏（6～7月）に開催  
●「みなと子育てメーリングリスト」
の活用・ＰＲ 

資料８　2009年度つながりをひろげる居場所の「よさ」

資料９　2009年度残された課題

資料７　基本コンセプトと大切にしていること
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催の懇談会から半期をおいた時期（６～７月）に
行うことにした（資料12参照）。懇談会でのつ
ながりを発展させるためのツールとして、すで
にみなと子育てネットWa.Wa.Waが運営してい
た「みなと子育てメーリングリスト」も有効活
用しようと、港区の事業ではないことを明記し
つつ、参加者はじめ報告書等を見た方も対象と
して広報に力を入れることにした。
　第２期は、実行委員の層の多様な拡がりと子
どもの年齢の拡がり双方から、子育ての話題
も幅広くなり、各論の話題が求められ始めた。
地域のつながりに関する話題に絞っても（資料
13）の通り、いろいろな切り口の話題が求めら
れた。2011年３月に起こった東日本大震災の体
験から、災害時の備えとして地域のつながりの
大事さを痛感した実行委員が多く、2011年度は
このテーマに向き合った。「みんなで始めたい
ね　となりの人とのつながりづくり」は、地域
ご近所とのつながりづくりと共に、いつどこで
経験することになるかわからない災害時に偶然

助産師 

学生 
ボランティア 

PTA 
関係者 

子ども家庭 
支援センター 

 子育て 
家族 
支援者 

子育て 
ひろば 

児童館 

保育園 

子育てネット 

当事者 

チャレンジ 
コミュニティ 
修了生 

子育て支援 
ＮＰＯ 

地区委員会 
青少年委員 

まちづくり 
ＮＰＯ 

障害児支援 
ＮＰＯ 

 
居場所運営 

団体 
（大学×行政） 

 

幼稚園 
保健師 

民生・ 
児童委員 

アート系 
ＮＰＯ 

自然環境 
保護ＮＰＯ 

企業・ 
商店会 

社会福祉 
協議会 

子育て 
サロン 

区役所・ 
支所 

子ども中高生 
プラザ 

子育て 
サロン 

大学 
相談機関 

中間支援 
組織 

子むすびサービス 
会員 

港区地域こぞってネットワーク会議イメージ図 
これまでに開催した「港区地域こぞって子育て懇談会」や「港区地域こぞってネットワーク会議」に参加された様々な団体
等を入れた港区地域こぞってネットワーク会議のイメージ図です。このような多様な団体等を表現したイメージ図であり、
図上の位置や図の大きさに意味はありません。 

資料12　地域こぞってネットワーク会議イメージ図

資料11　2010年度出されたアイデア

資料10　2010年度提案された居場所イメージ
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隣り合わせた人との関係づくりも視野に入れた
キャッチコピーだった。２つのエリアの被災地
の方々のメッセージは、実行委員有志が支援活
動に関わり縁のできた方たちに依頼し、父親た
ちのつながりづくりの取り組みと組み合わせた
報告を共有した。
　社付研が連動した実践も、2011年度は「隣人
まつり」をテーマとする市民講座を開催し、大
震災の教訓と地域のつながりを考えた。以降社
付研の実践は、このテーマを発展させる意味合
いで、「社会的孤立防止への取り組み」に焦点
化した。
　2009年度以降報告書冒頭に、懇談会の企画過
程や内容と今後の課題等のまとめを掲載した。
2010年度以降、上記まとめを「地域こぞって子
育てかわら版」として別刷りし発行することに
した。港区内の幼稚園・保育園・公立小学校（2013
年度以降公立中学校も追加）の園児／児童／生
徒数分、児童館や子育てひろば等を通じ子ども
のいる家庭への配布に取り組んだ（2010～2012
年度は２万部、2013年度以降２万3,000部発行）。

■�第３期：2012年度・2013年度・2014年度・
2015年度

　2012年度以降、懇談会開催半年前の時期に行
う地域こぞってネットワーク会議時に実行委員

募集を呼びかけ、子育て当事者メンバーのほか、
子育て支援関係機関スタッフも実行委員として
加わった。「地域こぞって子育てかわら版」の
網羅的な配布により、かわら版を見て実行委員
へ応募する子育て当事者も現れた。第３期を通
じ、専業主婦を含む様々な就労形態の母親と父
親の参加があり、子どもの年齢も、１歳前後か
ら幼稚園年齢までの就学前のほか、小学生・中
学生・高校生・大学生・社会人までとあらゆる
年代となった。第３期以降、継続実行委員が母
親・父親共に複数おり、より主体的な協議と懇
談会実施の担い手集団として委員長の選出が行
われ、会議の運営が担われるようになった。
　2012年度は、2011年度懇談会で残された課題
を各テーマとして取り上げる分科会形式へと移
行、第３期の４年度間すべて分科会形式で実施
した。全体会のもち方も検討され、分科会時間
確保のために2014・2015年度は事後の全体会は
行わず、2015年度は親子で楽しめる交流会実
施等を試みた。（資料14）は、2014年度当初の実
行委員会で提示した事務局資料（一部修正）で、
2014年度の分科会テーマの検討に用いた。（資料
15）は、（資料14）以降のテーマ提示のため追加
作成した。
　第３期も継続実行委員ほか新規の応募も毎年
度数名あったが、受け入れに関し課題を残した
年度もあった。2013〜2015年度は、本学法学部
鍛治教授のゼミが授業の一環として参画、一分
科会の企画を担った。2013年度は、「ゲーム・
スマホetc.のトラブル急増中！～」分科会で初
めて中高生を、「子ども時代を遊びきる」分科
会ではシニアの話題提供者を迎えた。当初から
本学生は関わってきたが、企画の中心は子育て
世代だった。その懇談会が、大学生による企画
に加え、中高生もシニアも話題提供者となって
対話の中に入るという、多世代の人々が連なる
様相の懇談会へと進化した。また、2008年度以

 
子育て支
援の店・ 
企業 

 
 

異世代と 
知り合う・ 

話す 

災害に備
えるために 
子育て家
庭の防災 

公園のこ
と・外の遊
び場のこと 

地域からの
発信を⇒ 
地縁で子ど
もを見守る活

動 

パパの子
育て・パパ
のつながり 

とりもつ人
になるため

に 

資料13　2010年度ふりかえりから今後のテーマ検討



「港区地域こぞって子育て懇談会」2006年度～2015年度実践報告

─ 145 ─

5.大学生の放課GO！？  

～地域の子育て、       
大学生にできること～ 

２０１１に残
された課題 

2.外遊び！ 
 みんなで考えよう 

4.世代、地域、つながり！

～つながる機会への参加
を考えよう～ 

 
災害時に使える公園・ 
プレーパーク（冒険遊
び場）もっとほしい 

 

つながる機会への
参加どうしたらい

い？ 

世代をこえた 
地域のつながり 本

当に必要 

5.家族が増えるとどう変わ

る？～知りたい！産前産
後のあれこれ～ 

6.子育て･家庭・地域etc. 
な～んでもしゃべり場 

 テーマを限
定しない井戸
端会議の必要

から 

 産後ケアを考え
る活動者たちか

ら 

1.多世代・地域・つながり～
子ども時代を遊びきる～ 

2.ゲーム・スマホetc.のトラブ

ル急増中！どうする？親
は？子どもは？～現役中高
生をいっしょに考えよう！～ 

3.家族が増えるとどう変わ

る？ママ･パパの期待 と
不安～家族が楽しく生きる
には～ 

6.子育て･家庭・地域etc. 
な～んでもしゃべり場 

1.“人と人”“地域”がつな

がる、みんなでつくろうネッ
トワーク・コミュニティ！ 

                
4.どの子も過ごしやすい地

域づくり～子どもの発達の
課題に視点をおいて～ 

地域情報共有の
ため、ＳＮＳ(ソー

シャルネットワーク
サービス)を 
活用しよう！ 

3.家庭教育を話そう！ ～

子どもたちに伝えたい 大
切なこと～ 

２０１３年度
分科会テー

マ 

２０１２年度
分科会テー

マ 
気になる
課題 

発達のでこぼこを受け入れ
支え見守る地域づくり関
連？ 

大学生主導企画        
→『子どもの貧困』 

現役中高生参画 
企画？ 

２０１４年度分科会テーマ 
？？？？？？？？ 

子育て･家庭・地域etc 
.な～んでもしゃべり場 

 外遊びの場づく
り活動者からも求

められている 

学生企
画初 

多世代・地域・つな
がり&防災？         

気になる
課題 

元学生実行委員（卒業生）  
企画 

中高生参画初 

 家庭教育
アドバイ
ザー登場 

シニアと共働
したい 

卒業生と共働
したい 

資料14　分科会テーマの変遷1

２０１４年度分科会テーマ 

5.どの子もすごしやすい地域
づくり～発達の課題に視点を
おいて～ 

3.『子どもの貧困              
～港区の実態と課題～』 

4.家庭教育を話そう         
～思春期のイロイロ～ 

1.多世代・地域・つながり    
～子育ての今と昔～         

2.20代・30代の考える家族や子
育て 

卒業生 実行委員として参画 

6.子育て･家庭・地域etc.な～

んでもしゃべり場 

ベテラン園長＆館長と共働 

２０１５年度分科会テーマ 

1.多世代・地域・つながり    
～10代と話そう！子どもってい
つから大人？～         
 
 

中高生の意見収集
＆中学生参加 

チャレンジコミュニティクラブ、
中高生徒会の協力 

3.『子どもの孤立～大 

人が知らない子ども実態
から』 

4.就学前の子どもとの  過

ごしかた～ライフスタイルの
違いをこえて～ 
         

5.小学生になるとどう  変わ

る？～知りたい！話したい！
～         

2.み～んな集まれ！    ふれ
あい遊びを楽しもう★       

親子参加型初企画 

大学生企画 

 子育
て当事
者が話
したい
ことを
改めて
吟味 

資料15　分科会テーマの変遷2



研究所年報 47 号　2017年２月（明治学院大学社会学部付属研究所）

─ 146 ─

前に学生実行委員として関わった卒業生数名
が、継続して懇談会当日参加していた。地域メ
ンバーより、かつて懇談会に関わった卒業生に
よる子育てや家族をテーマとする企画の提案が
あり、2014年度に卒業生企画「20代・30代の考
える家族や子育て」分科会が実現した。2015年
度も「10代と話そう！」分科会を通じ、中高生
の参加とシニア層の参加双方を拡げようと取り
組み、10〜70代による対話の場を実現した。そ
の際、公立中学校に加え近隣私立高校や港区と
本学が提携するチャレンジコミュニティ大学修
了生の協力も得られた。
　2014・2015年度は、前年度テーマを３つ選び
日程を分け、「ミニこぞって」と称した小規模
懇談会も開催した。多様な方との対話の機会を
増やすことが目的だった。１月実施の懇談会当
日は、分科会担当実行委員は他の分科会に参加
できないが、翌年度の「ミニこぞって」実施に
より他の分科会を体験できた。これは表には出
さない収穫であった。
　実行委員や懇談会の場に参集した人々のつな
がりから地域での活動が興り、2013年度報告書
には、これまでの出会いから生まれたコラボレー
ションを挙げた（資料16）。2012年度に掲げた
キャッチコピー「つながることで生まれるもの」
の通り、生まれたものの数々であり、対話での
出会いから共働へと展開した活動である。
　2014・2015年度報告書には、具体の活動に限

らず生まれたものも挙げた（資料17）。2013年
度以降掲げたキャッチコピー「みんなでなかよ
く　とりもとう！」の通り、数として計上でき
たわけではないが、実行委員や懇談会参加者が、
地域で対話を促すファシリテーターになった
り、人と人との縁をつなぐ「とりもつ人（びと）」
やできることから行動する「地域人（びと）」へ
と進化していくことが、残されたメッセージか
ら読み取れた。対話からの創造といえるだろう。

５　実践の目的に照らした成果に関する考察
　本懇談会の当初の実践の目的は、以下の（1）
と（2）であった。前掲した、3 各年度の「港区
地域こぞって子育て懇談会」実践経過、4 各期
の「港区地域こぞって子育て懇談会」実践の経
緯と成果より、目的に照らした成果に関し考察
してみたい。

実践の目的（1）　子育て当事者が参画できるよ
う支援することから、子育て当事者の発信や提
案の機会を作る。
　2012年度以降、子育て支援関係機関の実行委
員も増えたが、基本実行委員は子育て当事者中
心であり、懇談会での課題提起はすべて子育て
当事者のニーズに基づく発信だった。第２期以
降、実行委員の子どもの年齢が拡がったことも
あり、企画協議の際とくに公的な子育て支援
サービス対象は、就学前の子どもと保護者が中

資料16　生まれたコラボレーション 資料17　こぞってから生まれたもの
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心だが、子育ての課題や保護者の悩みごとは子
どもの年齢と共に変化するし、なくなるわけで
はないことが常に語られ、課題提起に反映され
た。発信された提案の一部は、地域における具
体的な市民活動として展開した。目的の通り、
子育て当事者による発信と提案の機会は作れた
が、発信された提案の具体化のために実践とし
てすべきこと（例えば、活動主体となる可能性
ある人たちの情報収集や支援・既存の施設等の
提案活用への支援や検証等々）について、都度
丁寧に検討できるとよかった。
　「地域こぞって子育て」という主題から、一
貫して発信/提案された内容は、2012年度以降
一分科会として独立/継続された「多世代・地
域・つながり」というキーワードであった。具
体的には、地域の「多世代の人々と交流したい」
で、その中身は様々、「大学生と子どもを含め、
年齢の異なる子ども同士」「祖父母世代と子ど
も」「シニア世代と子育て現役世代と子育て予
備軍（大学生含む）」「子育て現役同士」等々の
間の交流である。このため「交流できる居場所
がほしい」、そして、ハードの場や行事だけあっ
てもうまくつながれず、つながりが機能しない
ので、「とりもつ人（びと）」の存在が大切であ
る。これらは、地域で見え隠れする子どもたち
や親子の姿への懸念、例えば「出かけられない
孤立する親子」「見えにくいけど存在する経済
的貧困の影響（精神的貧困の存在も語られた）」

「子どもが『遊ぶ』を阻害する不安と禁止」「忙
しすぎる大人たち（保護者含む）の子どもへの影
響」等々の状況打破への問いかけでもあった。
　発信/提案は、主に誰に届けられたのか。懇
談会には、〈年表〉の通り、子育て当事者のほ
か、毎回地域活動者、子育て支援関係機関、企
業商店、その他と分類される、多様な人たちが
参加した。懇談会の場で、そうした多様な関係
者たちへ発信／提案を届けられたと言ってよい

だろう。報告書によって、当日の参加者以外の
人々への発信／提案もある程度はなされただろ
う。一方、子育て当事者に対しては、2010年度
以降「地域こぞって子育てかわら版」配布によ
り、港区内の子育て家庭に行き渡ることを目論
んだ。だが、「出かけられない孤立する親子」
や「忙しすぎる大人たち＝保護者たち」に、そ
して新たに子育てする人たちに、受け取っても
らえるメッセージとして届けられたのか。毎回

「このような懇談会があることを知らなかった」
という声も残された。受け取ってもらえるメッ
セージとしての発信／提案、そして前提として
そもそも参加しやすい場づくりについては、改
めて検討すべき課題といえよう。
　
実践の目的（2）　懇談会の過程を通して子育て
当事者グループ間の関係構築に寄与する。
　実践の経緯の通り、懇談会開始当初、幼稚園
利用の母親中心の子育てグループ活動者が実行
委員になり、そのつながりを継続させようとい
う団体＝みなと子育てネットWa.Wa.Waがつく
られた。その後上記団体は、毎年みなと区民ま
つりへ出店し、出会ったグループと共に活動を
PRし、バザーで活動資金作り等の活動を展開
している。
　各年度とも実行委員応募者は、PTA含め、
子育て当事者としての自主的な活動に関わる者
が複数含まれていた。実行委員会の場そのもの
が、子育て当事者グループ間の関係構築に寄与
したといえるだろう。
　懇談会での出会いからつながり続けたいとい
う声を受け、「地域こぞってネットワーク会議」
開催に至り、子育て当事者を含むネットワーク
化への模索にもつながった。だが、「地域こぞっ
てネットワーク会議」は、ネットワークに団
体が登録するorしない等の組織的な形態ではな
く、会議事後はメーリングリストへの参加を呼
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びかけるのみの緩やかなつながり維持である。
懇談会から派生したため港区全体が対象なので
大きな網の目である。だが、緩やかで大きな網
の目ながら、子育て当事者グループ間の関係構
築に限らない、それらを含みながら拡がる子育
て支援関係者の関係構築に寄与しているといっ
てもよいだろう。
　子育て当事者の様々な活動者との関係構築
は、懇談会当日の活動紹介（展示）参加への呼び
かけや、演奏やダンス等の活動披露を呼びかけ

ることによっても意図し、子育て当事者として
懇談会への参加も促す機会となった。

おわりに
　2016年度「港区地域こぞって子育て懇談会」
は、一般社団法人みなとこぞってネットワーク
がセンターと共催する。上記法人は、継続して
活動してきた実行委員＝子育て当事者の地域住
民により設立された法人である。社付研は、後
方支援する関係機関として一歩引いて懇談会に

年表　「港区地域こぞって子育て懇談会」開催の経過（2006年度～2015年度）

年
度

掲げた
キャッチ
コピー

懇談会の内容 外部協力者・報告者等（敬称略、所属肩書
等はすべて当時）

活動
紹介
団体

懇談
会の
形式

参加者数 参加者内訳 社付研/子家センスタッフ以外の
実行委員の構成等

地域こぞっ
てネットワー
ク会議参加
者/団体数

連動した社付研の実践活動/
担当ソーシャルワーカー

２
０
０
６
年
度

みんなで
聞こう・
いっしょに
話そう

＊2地区とも同内容で実施
・子どもたちと遊ぼうタイム～♪
・港区内の子育てグループの活動紹介
・参加者によるラウンド・ミーティング（「地
訓」づくり）

（ファシリテーター）
高輪地区　森玲子（実行委員）
芝地区　　加留部貴行（NPO法人日本ファ
シリテーション協会理事・九州支部長）

10
団
体

バ
ズ
セ
ッ
シ
ョ
ン

高輪地区
74名
芝地区
80名

（高輪地区）子育て中48％（実行委員含む）
地域のみなさん28%
学生ボランティア12%
その他12%

（芝地区）子育て中41％（実行委員含む）
地域のみなさん25%
学生ボランティア14%
その他20%
＊地域のみなさん→地域の子育てに関心の
ある方、民生委員等、青少年委員、保護司、
子育て家族支援者、子むすび協力会員、町
会、児童館職員、ボランティア、保育園職員、
NPO、ケーブルテレビ、助産師、企業社会
貢献担当者他
＊＊その他→センター・社付研スタッフ他

地域12
（母親のみ、自営/経営手伝い
含む専業主婦中心）
＊子どもの年齢→幼稚園利用
年齢多数 
学生10

・子育てグループつながりづくり支援
・活動スキルアップ講座（センター共催）
川森茂樹・山田祐介「ITをつかって活動をPR
しよう」
吉田理映子「参加者集めのためのチラシづく
り」
青木将幸「活動紹介のためのプレゼンスキル」
後藤麻理子「報告書のまとめ方」

◇担当ソーシャルワーカー：
平野幸子・森玲子

２
０
０
７
年
度

急募！
子育て
にやさしい
店と街

その1：ベイエリアのママ・パパたちに聞き
ました！～アンケート調査の報告～（芝浦港
南地区「子育てアンケート」調査実施/結果
報告）
その2：「子育てにやさしい店と街」へ！！
～私たちの提案～
その3：聞かせてほしい、みんなの意見（参加
者によるラウンド・ミーティング）

（調査協力機関）
芝浦港南地区児童館、保育園、幼稚園

（調査は、芝浦港南地区内児童館における
就学前の子ども対象の催しに参加した保護
者と同地区内の幼稚園・保育園利用保護者
対象に実施）

13
団
体

グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

芝浦港南
地区
80名

子育て中25%
地域活動者10%
企業商店6%
その他29%
学生ボランティア10%
＊地域活動者→民生・児童委員、NPO、子
むすび協力会員、子育て家族支援者、子育
てグループほか
＊＊その他→保育園関係者、助産師、区議
会議員、行政、研究者、障害者団体関係者
ほか

地域12
（母親のみ、自営/経営手伝い
含む専業主婦中心）
＊子どもの年齢→幼稚園利用
年齢多数
学生12

・みなと子育てネットWa.Wa.Wa団体設立支援
・活動スキルアップ講座
松田妙子「先例から学ぶ子育てネットワーク
の展開」
NPO4団体「NPOによる子育て応援プログラム
を知ろう」
幾島博子・長谷川美知子「活動資金や協賛の
獲得方法」
青木将幸「意見が出しやすくなるミーティン
グの工夫」
加留部貴行「子育て相互支援活動からめざす
地域創り～活動の評価をしよう～」

◇担当ソーシャルワーカー：　
平野幸子・濵田智恵美

２
０
０
８
年
度

つながりの
輪をひろげ
たいなぁ

・港区内の子育てグループ活動紹介（展示）
・｢子育てにやさしい街への提案」取り組み状
況報告と「次なる提案」
・子育て支援関係機関のみなさんよりコメン
ト（13組）

（視察先）
コミュニティカフェぶりっじ・おでかけひ
ろば@あみーご（世田谷区）
千代田区社会福祉協議会子育てサロン・フ
ルーツエリア鶴

19
団
体

報
告
・
提
案
を
受
け

バ
ズ
セ
ッ
シ
ョ
ン

97名

子育て中21%
地域活動者18%
企業商店6%
子育て支援関係機関24%
学生ボランティア12%

地域8 
（母親のみ、自営/経営手伝い
含む専業主婦中心、懇談会参
加者参画、小学校入学契機に
やめるメンバー複数、外勤フ

・みなと子育てネットWa.Wa.Wa団体運営支援
・市民講座「子育て支援は贅沢か？」
講師：
野沢慎司「子育て期のストレスとサポート資
源」
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関わることになった。住民主体の法人による実
践が行政との共働を成し遂げられるよう、社付
研は適宜バックアップするという次の実践のス
テージに移行した。
　10年間にわたる実践の機会を提供してくだ
さった港区立子ども家庭支援センターの皆様、
社付研において共に実践に携わってくれたソー
シャルワーカー４名、いっしょに懇談会を創り
あげてくださった地域の皆様、ボランティアと
して参加してくれた学生たちに、あらためてお

礼申しあげます。

【注】
（１）	 社付研は、2001年度まで個別の方々対象の生

活相談を中心とした活動を行っていた。その
後、地域福祉実践活動が中心的な活動になり
つつも、2009年度までは上記生活相談の看板
も下ろさず継続した。2010年度以降、個別の
相談活動は、「地域活動相談」として地域の様々
な方からのボランタリーな活動への支援とし
て位置づけ実践している。

年表　「港区地域こぞって子育て懇談会」開催の経過（2006年度～2015年度）

年
度

掲げた
キャッチ
コピー

懇談会の内容 外部協力者・報告者等（敬称略、所属肩書
等はすべて当時）

活動
紹介
団体

懇談
会の
形式

参加者数 参加者内訳 社付研/子家センスタッフ以外の
実行委員の構成等

地域こぞっ
てネットワー
ク会議参加
者/団体数

連動した社付研の実践活動/
担当ソーシャルワーカー

２
０
０
６
年
度

みんなで
聞こう・
いっしょに
話そう

＊2地区とも同内容で実施
・子どもたちと遊ぼうタイム～♪
・港区内の子育てグループの活動紹介
・参加者によるラウンド・ミーティング（「地
訓」づくり）

（ファシリテーター）
高輪地区　森玲子（実行委員）
芝地区　　加留部貴行（NPO法人日本ファ
シリテーション協会理事・九州支部長）

10
団
体

バ
ズ
セ
ッ
シ
ョ
ン

高輪地区
74名
芝地区
80名

（高輪地区）子育て中48％（実行委員含む）
地域のみなさん28%
学生ボランティア12%
その他12%

（芝地区）子育て中41％（実行委員含む）
地域のみなさん25%
学生ボランティア14%
その他20%
＊地域のみなさん→地域の子育てに関心の
ある方、民生委員等、青少年委員、保護司、
子育て家族支援者、子むすび協力会員、町
会、児童館職員、ボランティア、保育園職員、
NPO、ケーブルテレビ、助産師、企業社会
貢献担当者他
＊＊その他→センター・社付研スタッフ他

地域12
（母親のみ、自営/経営手伝い
含む専業主婦中心）
＊子どもの年齢→幼稚園利用
年齢多数 
学生10

・子育てグループつながりづくり支援
・活動スキルアップ講座（センター共催）
川森茂樹・山田祐介「ITをつかって活動をPR
しよう」
吉田理映子「参加者集めのためのチラシづく
り」
青木将幸「活動紹介のためのプレゼンスキル」
後藤麻理子「報告書のまとめ方」

◇担当ソーシャルワーカー：
平野幸子・森玲子

２
０
０
７
年
度

急募！
子育て
にやさしい
店と街

その1：ベイエリアのママ・パパたちに聞き
ました！～アンケート調査の報告～（芝浦港
南地区「子育てアンケート」調査実施/結果
報告）
その2：「子育てにやさしい店と街」へ！！
～私たちの提案～
その3：聞かせてほしい、みんなの意見（参加
者によるラウンド・ミーティング）

（調査協力機関）
芝浦港南地区児童館、保育園、幼稚園

（調査は、芝浦港南地区内児童館における
就学前の子ども対象の催しに参加した保護
者と同地区内の幼稚園・保育園利用保護者
対象に実施）

13
団
体

グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

芝浦港南
地区
80名

子育て中25%
地域活動者10%
企業商店6%
その他29%
学生ボランティア10%
＊地域活動者→民生・児童委員、NPO、子
むすび協力会員、子育て家族支援者、子育
てグループほか
＊＊その他→保育園関係者、助産師、区議
会議員、行政、研究者、障害者団体関係者
ほか

地域12
（母親のみ、自営/経営手伝い
含む専業主婦中心）
＊子どもの年齢→幼稚園利用
年齢多数
学生12

・みなと子育てネットWa.Wa.Wa団体設立支援
・活動スキルアップ講座
松田妙子「先例から学ぶ子育てネットワーク
の展開」
NPO4団体「NPOによる子育て応援プログラム
を知ろう」
幾島博子・長谷川美知子「活動資金や協賛の
獲得方法」
青木将幸「意見が出しやすくなるミーティン
グの工夫」
加留部貴行「子育て相互支援活動からめざす
地域創り～活動の評価をしよう～」

◇担当ソーシャルワーカー：　
平野幸子・濵田智恵美

２
０
０
８
年
度

つながりの
輪をひろげ
たいなぁ

・港区内の子育てグループ活動紹介（展示）
・｢子育てにやさしい街への提案」取り組み状
況報告と「次なる提案」
・子育て支援関係機関のみなさんよりコメン
ト（13組）

（視察先）
コミュニティカフェぶりっじ・おでかけひ
ろば@あみーご（世田谷区）
千代田区社会福祉協議会子育てサロン・フ
ルーツエリア鶴

19
団
体

報
告
・
提
案
を
受
け

バ
ズ
セ
ッ
シ
ョ
ン

97名

子育て中21%
地域活動者18%
企業商店6%
子育て支援関係機関24%
学生ボランティア12%

地域8 
（母親のみ、自営/経営手伝い
含む専業主婦中心、懇談会参
加者参画、小学校入学契機に
やめるメンバー複数、外勤フ

・みなと子育てネットWa.Wa.Wa団体運営支援
・市民講座「子育て支援は贅沢か？」
講師：
野沢慎司「子育て期のストレスとサポート資
源」
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年
度

掲げた
キャッチ
コピー

懇談会の内容 外部協力者・報告者等（敬称略、所属肩書
等はすべて当時）

活動
紹介
団体

懇談
会の
形式

参加者数 参加者内訳 社付研/子家センスタッフ以外の
実行委員の構成等

地域こぞっ
てネットワー
ク会議参加
者/団体数

連動した社付研の実践活動/
担当ソーシャルワーカー

２
０
０
８
年
度

つながりの
輪をひろげ
たいなぁ

・みんなで聞こう・いっしょに話そう（参加者
によるラウンド・ミーティング）

ふれあいの家-おばちゃんち（品川区）
（子育て支援関係機関コメント協力者）
台場児童館保志館長
あっぴぃ台場渡邊リーダー
ベネッセチャイルドラインケアセンター港
南池戸園長
芝浦幼稚園橋本園長
品川駅前港南商店会秋山会長
民生・児童委員子育て支援部会廣澤部会長
あっぴぃ麻布和田代表
西麻布保育園菅野副園長
子育てひろば「あい・ぽーと」池田副施設長
子育て・家族支援者安藤氏
みなと子育て応援プラザPokke川原エリア
マネージャー
港区子ども支援部子育て支援計画担当神田
課長
港区立子ども家庭支援センター川上所長

19
団
体

報
告
・
提
案
を
受
け
バ
ズ
セ
ッ
シ
ョ
ン

97名

その他19%
＊地域活動者→民生・児童委員、子育て支
援NPO、子育て家族支援者、子むすび協力
会員、子育てグループ
＊＊その他→区議会議員、障害者団体関係
者、ボランティアセンター、研究者、大学生、
センター・社付研スタッフ

ル勤務の母親初参画）
＊子どもの年齢→幼稚園利用
年齢多数、小学生低学年複数
学生28

松原康雄「子育て支援の現状と課題」（共に本
学社会学部教授）
・「子育てをささえる地域創り座談会」（グルー
プインタビュー）
・活動スキルアップ講座
みなと子育てネットWa.Wa.Wa「子育て中だ
からこそ！やれる企画いろいろ」
妻鹿ふみ子「いろいろな人たちにたすけても
らおう」
品川SKIP編集委員会「子育て情報を発信しよ
う！」
加留部貴行「ネットワークって、どんなつな
がり？」

◇担当ソーシャルワーカー：
平野幸子・濵田智恵美

２
０
０
９
年
度

まちに
顔見知りが
いると安心
できるね

・港区内の子育てグループ活動紹介（展示）
・オープニング（クルポンズによる演奏）
・ママ&パパ発メッセージ「子どもをもって
感じたよ　地域のつながりだいじだね」
・「はじまっているよ！地域のつながり創り」
（10組の取組報告）
ママたちの取り組み
パパたちの取り組み
おばちゃん・おじちゃんたちの取り組み
まちのいろいろな人たちの取り組み
・みんなで聞こう・いっしょに話そう（参加者
によるラウンド・ミーティング）
・クロージング（ちびっこナイト養成倶楽部に
よるパフォーマンス）

（取組報告者）
働くママ&働きたいママネット“ゆいまー
る”影田智子
こども療育パオ利用者佐藤美恵
ヒマラヤスギの会山﨑一稔

（仮）お台場おっちゃんの会間瀬法美
チャンレンジコミュニティ大学修了生　島
田茂都子・井林靖雄
すみっこ文庫荒澤經子
三田地区まちぐるみ大運動会黒川健治
白金志田町倶楽部山田聡
芝の家坂倉杏介

20
団
体

取
組
報
告
を
受
け
バ
ズ
セ
ッ
シ
ョ
ン

97名

子育て中19%
地域活動者33%
子育て支援関係機関14%
学生ボランティア11%
その他23%
＊地域活動者→民生・児童委員、子育て家
族支援者、NPO法人、PTA、子育てグルー
プほか
＊＊子育て支援関係機関→子育て広場事業
者、助産院、男女平等参画センター、社会
福祉協議会・ボランティアセンター、行政
ほか
＊＊＊その他→区議会議員、研究者、大学
生ほか、社付研・センタースタッフ

地域12
（父親3、母親9→外勤フル勤務
2名、自営/経営手伝い含む専
業主婦多数）
＊子どもの年齢→幼稚園利用
年齢多数、小学生複数、中学
生1
学生14

・市民講座「子育て支援は贅沢か？その2 地域
と家族の子育て力　どうはぐくむ？どうささ
える？」
講師：杉山佳子（本学社会学部教授）

◇担当ソーシャルワーカー：
平野幸子・濵田智恵美

２
０
１
０
年
度

まちの中に、
あなたや
子どもの
居場所
ありますか？

・オープニング（クルポンズ）
・ママ＆パパ発地域のつながり創り活動報告
「居場所を感じたい・ひろげたい」
〈実践編〉
・子どもとの暮らしの中で、それぞれの居場
所づくり

「子育てサロンにママと子どもたちあつまれ」
「ママとおばちゃんたちはつながりました」
「いよいよ子どもが小学生！地域の商店に親
子であいさつまわり」
・まちの組織でのつながり創り
「町会のお手伝いデビュー」
「消防団&自治会長パパたち」
「町会&パトロール活躍パパのつながり創り」
・いろいろな場でのつながり創り・居場所づくり
「スタジオ&レストランを活用して親子あつまれ」
「公園を創り守る活動に参画しています」
〈アイデア編〉
「まちの中の空きスペースを活用しよう」
「足湯があったらいいなぁ　縁側もいいなぁ
　公園deスープもいいなぁ」

（取組報告者）
〈実践編〉
マ マ の じ か ん 赤 松 紀 子・mama meets 
mamas関聡子
みなと子育てネットWa.Wa.WaPOPOPO編
集チーム北岡真由美＆西川麻友美・すみっ
こ文庫荒澤經子
関根章代
おおきなき/御田小PTA廣田千秋
高輪消防団第一分団益満ひろし
三田社宅自治会石平達也
ヒマラヤスギの会間瀬一
RedRobin河野亜実
どんぐりの会山﨑悦子・河越美雪・向後容
代

〈アイデア編〉
高松中PTA鍛冶智也
BABA&BABY江波戸由紀

23
団
体

報
告
を
受
け
て
バ
ズ
セ
ッ
シ
ョ
ン

131名

子育て中39%
地域活動者17%
子育て支援関係機関17%
企業商店2%
学生ボランティア4%
その他21%
＊地域活動者→民生・児童委員、子育て家
族支援者、NPO法人、PTA、ボランティア
グループほか
＊＊子育て支援関係機関→子育て広場事業
者、児童館、社会福祉協議会・ボランティ
アセンター、行政、医師ほか
＊＊＊その他→区議会議員、研究者、在勤者、
センター・社付研スタッフ

地域22
（父親5、母親17→外勤フル勤
務5内 育 休 中1、 自 営/経 営5、
自営/経営手伝いと就労検討中
含む専業主婦7）
＊子どもの年齢→幼稚園利用
年齢最多、1歳前後も小学生も
複数、中学生
学生15

26団体
42名参加

・市民講座「子育て支援は贅沢か？その3 今、
子どもを育てながらはたらくこと～地域が応
援できることは何…？～」
講師：両角道代（本学法学部教授）
・活動スキルアップ講座
「子育て中だからこそ！みんなで取り組めば、
きっとかわる」（活動説明会兼ねて実施）
コメンテータ－：渡辺美恵子（ふれあいの家‒
おばちゃんち代表）

「子育てママ＆パパがとりもつ地域創り〜まち
の中に居場所をいっぱいつくろう〜」ファシ
リテーター：加留部貴行（九州大学特任准教授）

◇担当ソーシャルワーカー：
平野幸子・大橋未緒
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年
度

掲げた
キャッチ
コピー

懇談会の内容 外部協力者・報告者等（敬称略、所属肩書
等はすべて当時）

活動
紹介
団体

懇談
会の
形式

参加者数 参加者内訳 社付研/子家センスタッフ以外の
実行委員の構成等

地域こぞっ
てネットワー
ク会議参加
者/団体数

連動した社付研の実践活動/
担当ソーシャルワーカー

２
０
０
８
年
度

つながりの
輪をひろげ
たいなぁ

・みんなで聞こう・いっしょに話そう（参加者
によるラウンド・ミーティング）

ふれあいの家-おばちゃんち（品川区）
（子育て支援関係機関コメント協力者）
台場児童館保志館長
あっぴぃ台場渡邊リーダー
ベネッセチャイルドラインケアセンター港
南池戸園長
芝浦幼稚園橋本園長
品川駅前港南商店会秋山会長
民生・児童委員子育て支援部会廣澤部会長
あっぴぃ麻布和田代表
西麻布保育園菅野副園長
子育てひろば「あい・ぽーと」池田副施設長
子育て・家族支援者安藤氏
みなと子育て応援プラザPokke川原エリア
マネージャー
港区子ども支援部子育て支援計画担当神田
課長
港区立子ども家庭支援センター川上所長

19
団
体

報
告
・
提
案
を
受
け
バ
ズ
セ
ッ
シ
ョ
ン

97名

その他19%
＊地域活動者→民生・児童委員、子育て支
援NPO、子育て家族支援者、子むすび協力
会員、子育てグループ
＊＊その他→区議会議員、障害者団体関係
者、ボランティアセンター、研究者、大学生、
センター・社付研スタッフ

ル勤務の母親初参画）
＊子どもの年齢→幼稚園利用
年齢多数、小学生低学年複数
学生28

松原康雄「子育て支援の現状と課題」（共に本
学社会学部教授）
・「子育てをささえる地域創り座談会」（グルー
プインタビュー）
・活動スキルアップ講座
みなと子育てネットWa.Wa.Wa「子育て中だ
からこそ！やれる企画いろいろ」
妻鹿ふみ子「いろいろな人たちにたすけても
らおう」
品川SKIP編集委員会「子育て情報を発信しよ
う！」
加留部貴行「ネットワークって、どんなつな
がり？」

◇担当ソーシャルワーカー：
平野幸子・濵田智恵美

２
０
０
９
年
度

まちに
顔見知りが
いると安心
できるね

・港区内の子育てグループ活動紹介（展示）
・オープニング（クルポンズによる演奏）
・ママ&パパ発メッセージ「子どもをもって
感じたよ　地域のつながりだいじだね」
・「はじまっているよ！地域のつながり創り」
（10組の取組報告）
ママたちの取り組み
パパたちの取り組み
おばちゃん・おじちゃんたちの取り組み
まちのいろいろな人たちの取り組み
・みんなで聞こう・いっしょに話そう（参加者
によるラウンド・ミーティング）
・クロージング（ちびっこナイト養成倶楽部に
よるパフォーマンス）

（取組報告者）
働くママ&働きたいママネット“ゆいまー
る”影田智子
こども療育パオ利用者佐藤美恵
ヒマラヤスギの会山﨑一稔

（仮）お台場おっちゃんの会間瀬法美
チャンレンジコミュニティ大学修了生　島
田茂都子・井林靖雄
すみっこ文庫荒澤經子
三田地区まちぐるみ大運動会黒川健治
白金志田町倶楽部山田聡
芝の家坂倉杏介

20
団
体

取
組
報
告
を
受
け
バ
ズ
セ
ッ
シ
ョ
ン

97名

子育て中19%
地域活動者33%
子育て支援関係機関14%
学生ボランティア11%
その他23%
＊地域活動者→民生・児童委員、子育て家
族支援者、NPO法人、PTA、子育てグルー
プほか
＊＊子育て支援関係機関→子育て広場事業
者、助産院、男女平等参画センター、社会
福祉協議会・ボランティアセンター、行政
ほか
＊＊＊その他→区議会議員、研究者、大学
生ほか、社付研・センタースタッフ

地域12
（父親3、母親9→外勤フル勤務
2名、自営/経営手伝い含む専
業主婦多数）
＊子どもの年齢→幼稚園利用
年齢多数、小学生複数、中学
生1
学生14

・市民講座「子育て支援は贅沢か？その2 地域
と家族の子育て力　どうはぐくむ？どうささ
える？」
講師：杉山佳子（本学社会学部教授）

◇担当ソーシャルワーカー：
平野幸子・濵田智恵美

２
０
１
０
年
度

まちの中に、
あなたや
子どもの
居場所
ありますか？

・オープニング（クルポンズ）
・ママ＆パパ発地域のつながり創り活動報告
「居場所を感じたい・ひろげたい」
〈実践編〉
・子どもとの暮らしの中で、それぞれの居場
所づくり

「子育てサロンにママと子どもたちあつまれ」
「ママとおばちゃんたちはつながりました」
「いよいよ子どもが小学生！地域の商店に親
子であいさつまわり」
・まちの組織でのつながり創り
「町会のお手伝いデビュー」
「消防団&自治会長パパたち」
「町会&パトロール活躍パパのつながり創り」
・いろいろな場でのつながり創り・居場所づくり
「スタジオ&レストランを活用して親子あつまれ」
「公園を創り守る活動に参画しています」
〈アイデア編〉
「まちの中の空きスペースを活用しよう」
「足湯があったらいいなぁ　縁側もいいなぁ
　公園deスープもいいなぁ」

（取組報告者）
〈実践編〉
マ マ の じ か ん 赤 松 紀 子・mama meets 
mamas関聡子
みなと子育てネットWa.Wa.WaPOPOPO編
集チーム北岡真由美＆西川麻友美・すみっ
こ文庫荒澤經子
関根章代
おおきなき/御田小PTA廣田千秋
高輪消防団第一分団益満ひろし
三田社宅自治会石平達也
ヒマラヤスギの会間瀬一
RedRobin河野亜実
どんぐりの会山﨑悦子・河越美雪・向後容
代

〈アイデア編〉
高松中PTA鍛冶智也
BABA&BABY江波戸由紀

23
団
体

報
告
を
受
け
て
バ
ズ
セ
ッ
シ
ョ
ン

131名

子育て中39%
地域活動者17%
子育て支援関係機関17%
企業商店2%
学生ボランティア4%
その他21%
＊地域活動者→民生・児童委員、子育て家
族支援者、NPO法人、PTA、ボランティア
グループほか
＊＊子育て支援関係機関→子育て広場事業
者、児童館、社会福祉協議会・ボランティ
アセンター、行政、医師ほか
＊＊＊その他→区議会議員、研究者、在勤者、
センター・社付研スタッフ

地域22
（父親5、母親17→外勤フル勤
務5内 育 休 中1、 自 営/経 営5、
自営/経営手伝いと就労検討中
含む専業主婦7）
＊子どもの年齢→幼稚園利用
年齢最多、1歳前後も小学生も
複数、中学生
学生15

26団体
42名参加

・市民講座「子育て支援は贅沢か？その3 今、
子どもを育てながらはたらくこと～地域が応
援できることは何…？～」
講師：両角道代（本学法学部教授）
・活動スキルアップ講座
「子育て中だからこそ！みんなで取り組めば、
きっとかわる」（活動説明会兼ねて実施）
コメンテータ－：渡辺美恵子（ふれあいの家‒
おばちゃんち代表）

「子育てママ＆パパがとりもつ地域創り〜まち
の中に居場所をいっぱいつくろう〜」ファシ
リテーター：加留部貴行（九州大学特任准教授）

◇担当ソーシャルワーカー：
平野幸子・大橋未緒
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年
度

掲げた
キャッチ
コピー

懇談会の内容 外部協力者・報告者等（敬称略、所属肩書
等はすべて当時）

活動
紹介
団体

懇談
会の
形式

参加者数 参加者内訳 社付研/子家センスタッフ以外の
実行委員の構成等

地域こぞっ
てネットワー
ク会議参加
者/団体数

連動した社付研の実践活動/
担当ソーシャルワーカー

２
０
１
０
年
度

まちの中に、
あなたや
子どもの
居場所
ありますか？

・みんなで井戸端会議
・地域情報コーナー（子育て/子ども応援グ
ループNPO情報、子ども家庭支援サービス、
お気に入りスポット情報）

23
団
体

報
告
を
受
け
て

バ
ズ
セ
ッ
シ
ョ
ン

131名

２
０
１
１
年
度

みんなで
始めたいね
となりの
人との
つながり
づくり

・オープニング（マノアの会）
・被災地の方の体験から学びましょう
「災害に備え、子どもを守るために地域でし
ておくこと」
・港区のパパ/オヤジ発「地域でつながろう！
子どもたちを守ろう！」
・みんなで井戸端会議
・クロージング（クルポンズの歌と踊り）
・NPO法人イクメンクラブ提供特別プログラ
ム「災害時に役立つ新聞紙の簡易トイレづく
り」（任意参加）
・地域情報コーナー（子育て/子ども応援グ
ループNPO情報、港区内の子ども家庭支援
サービスほか）

（被災地協力者）
高橋進一・中条富夫・安藤洋（千葉県旭市
飯岡地区）
NPO法人地球の楽好千葉透理事長

（プレゼンテーター）
みなと幼稚園ゴジラの会柳田克
Pokkeパパの会三浦裕太
青南遊子倶楽部岸田公友
ヒマラヤスギの会間瀬一
NPO法人イクメンクラブ長谷川潤
パパ輪会（高輪保育園パパの会）小池一史
こぞってパパーズ鍛冶智也・石平達也

（特別プログラム協力）
NPO法人イクメンクラブ
日本赤十字看護大学生4名

22
団
体

報
告
等
を
受
け
バ
ズ
セ
ッ
シ
ョ
ン

166名

子育て中76名（45%）
地域活動者21名（12%）
子育て支援関係機関22名（13%）
その他21名（12%）
学生ボランティア10名（6%）
センター・社付研16名（9%）
＊地域活動者→民生・児童委員、NPO法人、
ボランティアグループほか
＊＊子育て支援関係機関→子育て広場事業
者、保育園、助産師、小学校、社会福祉協議会・
ボランティアセンター、行政ほか
＊＊＊その他→区議会議員、研究者、在勤
者ほか

地域22
（父親4、母親18→外勤フル勤
務8 内育休中1、自営/経営4、
パート勤務自営/経営手伝い含
む専業主婦6）
＊子どもの年齢→幼稚園利用
年齢の就学前と小学生中心、0
歳児含む3歳以下複数、中学生
学生18 29団体

44名参加

・市民講座「隣人祭りについて」
コーディネーター：坂口緑（本学社会学部准教授）
実践報告:
隣人祭り日本支部スティーブ・ジャービス・池田力
千代田区社会福祉協議会梅澤稔・西神田町会
角田光正
NPO法人フローレンス今給黎辰郎
・活動スキルアップ講座
「地域こぞって子育て！ママ＆パパだから『で
きること』」（活動説明会兼ねて実施）

「想いをカタチにしてみんなを巻きこむ活動
へ」
ファシリテーター：石井大一朗（社付研研究調
査員）

◇担当ソーシャルワーカー：
平野幸子・大橋未緒

２
０
１
２
年
度

つながること
で生まれる
もの

・はじめの全体会
・6つの井戸端会議（分科会）
①“人と人”“地域”がつながる、みんなでつく
ろうネットワーク・コミュニティ！　
②外遊び！みんなで考えよう
③家庭教育を話そう！～子どもたちに伝えた
い大切なこと～
④世代・地域・つながり～つながる機会への
参加を考えよう～
⑤家族が増えるとどう変わる？～知りたい！
産前産後のあれこれ～
⑥子育て・家庭・地域etc.な～んでもしゃべ
り場
・おひらきの全体会（出演：クルポンズ）
・地域情報コーナー（子育て/子ども応援グ
ループNPO活動紹介（展示）、港区内の子ども
家庭支援サービス情報（資料配布））

（話題提供者）
①坂倉杏介（慶応大学グローバルセキュリ
ティ研究所特任講師/芝の家）、川上慎市郎

（浦安市立美浜南小学校PTA会長/グロービ
ス経営大学院准教授）
②嶋村仁志（NPO法人日本冒険遊び場づく
り協会）、大石佳正（港区高輪総合支所協働
推進課）
③中島佳世（家庭教育支援協会家庭教育ア
ドバイザー/実行委員）、片山うこ（日本作
法会師範/実行委員）
④金井由光（三田地区委員会副会長）
⑤実行委員6名

19
団
体

分
科
会
形
式

159名

子育て中43名（27%）
地域活動者44名（27%）
子育て支援関係機関36名（22%）
学生ボランティア13名（8%）
その他23名（14%）
＊地域活動者→民生・児童委員、町会や地
区委員会関係者、NPO法人、ボランティア
グループ、子育て家族支援者、子むすび会
員他
＊＊子育て支援関係機関→子育て広場事業
者、保育園、子ども中高生プラザや児童館、
放課GO事業者、助産師、社会福祉協議会他
中間支援組織、子ども家庭支援センターや
行政関係者ほか
＊＊＊その他→、区議会議員（元議員含む）、
研究者、在勤者、社付研ほか

地域21
（子育て支援スタッフ2、父親5、
母親14→外勤フル勤務8内育休
中2、自営/経営2、自営/経営
手伝い含む専業主婦4）
＊子どもの年齢→幼稚園利用
年齢の就学前と小学生中心、0
歳児含む3歳以下複数、中学生、
高校生、大学生
学生15

46団体
78名参加

・市民講座「港区内の子育て・子育ち環境の今
～いくつかの現場から～」（地域こぞってネッ
トワーク会議同時開催）
ゲストスピーカー：
NPO法人日本冒険遊び場づくり協会
みなとボニータ
港区立子ども家庭支援センター
・活動スキルアップ講座
「世代をこえたコミュニケーションを促す術を
学ぼう」
ファシリテーター：加留部貴行（九州大学客員
准教授）

◇担当ソーシャルワーカー：
平野幸子・濵田智恵美

２
０
１
３
年
度

みんなで
なかよく
とりもとう！

・はじめの全体会
・6つの井戸端会議（分科会）
①多世代・地域・つながり～子ども時代を遊
びきる～
②ゲーム・スマホetc.のトラブル急増中！ど
うする？親は？子どもは？～現役中高生と
いっしょに考えよう！～
③家族が増えるとどう変わる？ママ・パパの
期待と不安～家族が楽しく生きるには～
④どの子もすごしやすい地域づくり～子ども
の発達の課題に視点をおいて～
⑤大学生の放課GO！？～地域の子育て、大学
生にできること～

（話題提供者）
①松山貞幸（港三田豊岡町会長）
中村良子（御田小学校PTA副会長）
みなと外遊びの会副代表硲田栄
②高陵中学校生徒会4名・鍛冶智実（高校生）                
③石平達也（実行委員）
④実行委員
⑤明治学院大学法学部　鍛冶ゼミ３年生５
名他

22
団
体

分
科
会
形
式

146名

子育て中50名（34%）
地域活動者25名（17%）
子育て支援関係機関32名（21%）
企業商店2名（1%）
学生ボランティア11名（7%）
その他25名（17%）
＊地域活動者→民生・児童委員、町会や地
区委員会関係者、NPO法人、ボランティア
グループほか
＊＊子育て支援関係機関→子育て広場事業
者、保育園、子ども中高生プラザや児童館、
放課GO事業者、助産師、社会福祉協議会、
中学校、子ども家庭支援センターや行政関

地域22
（子育て支援スタッフ2、父親4、
母親16→外勤フル勤務5、自営
1、自営/経営手伝い含む専業
主婦8、他大生2）
＊子どもの年齢→幼稚園利用
年齢の就学前多数、小学生・
中学生複数、高校生、大学生）
学生15

41団体
58名参加/
資料参加
4団体

・市民講座「～社会的孤立問題を考える～注
目！地域のつながりをとりもつ人たち」
コーディネーター:鍛冶智也（本学法学部教授）
実践報告：
廣田千秋（こぞって実行委員）
加藤三奈・丸山宗一（港区社会福祉協議会）
渡辺修二（いきいきサロン主宰他）
中村今治（レインボー白金）
築田晴（高輪地区高齢者相談センター）
・活動スキルアップ講座
「対話を紡ぐ方法～多世代・立場を超えた人と
交わるために～」全2回実施
ファシリテーター：加留部貴行（九州大学客員
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年
度

掲げた
キャッチ
コピー

懇談会の内容 外部協力者・報告者等（敬称略、所属肩書
等はすべて当時）

活動
紹介
団体

懇談
会の
形式

参加者数 参加者内訳 社付研/子家センスタッフ以外の
実行委員の構成等

地域こぞっ
てネットワー
ク会議参加
者/団体数

連動した社付研の実践活動/
担当ソーシャルワーカー

２
０
１
０
年
度

まちの中に、
あなたや
子どもの
居場所
ありますか？

・みんなで井戸端会議
・地域情報コーナー（子育て/子ども応援グ
ループNPO情報、子ども家庭支援サービス、
お気に入りスポット情報）

23
団
体

報
告
を
受
け
て

バ
ズ
セ
ッ
シ
ョ
ン

131名

２
０
１
１
年
度

みんなで
始めたいね
となりの
人との
つながり
づくり

・オープニング（マノアの会）
・被災地の方の体験から学びましょう
「災害に備え、子どもを守るために地域でし
ておくこと」
・港区のパパ/オヤジ発「地域でつながろう！
子どもたちを守ろう！」
・みんなで井戸端会議
・クロージング（クルポンズの歌と踊り）
・NPO法人イクメンクラブ提供特別プログラ
ム「災害時に役立つ新聞紙の簡易トイレづく
り」（任意参加）
・地域情報コーナー（子育て/子ども応援グ
ループNPO情報、港区内の子ども家庭支援
サービスほか）

（被災地協力者）
高橋進一・中条富夫・安藤洋（千葉県旭市
飯岡地区）
NPO法人地球の楽好千葉透理事長

（プレゼンテーター）
みなと幼稚園ゴジラの会柳田克
Pokkeパパの会三浦裕太
青南遊子倶楽部岸田公友
ヒマラヤスギの会間瀬一
NPO法人イクメンクラブ長谷川潤
パパ輪会（高輪保育園パパの会）小池一史
こぞってパパーズ鍛冶智也・石平達也

（特別プログラム協力）
NPO法人イクメンクラブ
日本赤十字看護大学生4名

22
団
体

報
告
等
を
受
け
バ
ズ
セ
ッ
シ
ョ
ン

166名

子育て中76名（45%）
地域活動者21名（12%）
子育て支援関係機関22名（13%）
その他21名（12%）
学生ボランティア10名（6%）
センター・社付研16名（9%）
＊地域活動者→民生・児童委員、NPO法人、
ボランティアグループほか
＊＊子育て支援関係機関→子育て広場事業
者、保育園、助産師、小学校、社会福祉協議会・
ボランティアセンター、行政ほか
＊＊＊その他→区議会議員、研究者、在勤
者ほか

地域22
（父親4、母親18→外勤フル勤
務8 内育休中1、自営/経営4、
パート勤務自営/経営手伝い含
む専業主婦6）
＊子どもの年齢→幼稚園利用
年齢の就学前と小学生中心、0
歳児含む3歳以下複数、中学生
学生18 29団体

44名参加

・市民講座「隣人祭りについて」
コーディネーター：坂口緑（本学社会学部准教授）
実践報告:
隣人祭り日本支部スティーブ・ジャービス・池田力
千代田区社会福祉協議会梅澤稔・西神田町会
角田光正
NPO法人フローレンス今給黎辰郎
・活動スキルアップ講座
「地域こぞって子育て！ママ＆パパだから『で
きること』」（活動説明会兼ねて実施）

「想いをカタチにしてみんなを巻きこむ活動
へ」
ファシリテーター：石井大一朗（社付研研究調
査員）

◇担当ソーシャルワーカー：
平野幸子・大橋未緒

２
０
１
２
年
度

つながること
で生まれる
もの

・はじめの全体会
・6つの井戸端会議（分科会）
①“人と人”“地域”がつながる、みんなでつく
ろうネットワーク・コミュニティ！　
②外遊び！みんなで考えよう
③家庭教育を話そう！～子どもたちに伝えた
い大切なこと～
④世代・地域・つながり～つながる機会への
参加を考えよう～
⑤家族が増えるとどう変わる？～知りたい！
産前産後のあれこれ～
⑥子育て・家庭・地域etc.な～んでもしゃべ
り場
・おひらきの全体会（出演：クルポンズ）
・地域情報コーナー（子育て/子ども応援グ
ループNPO活動紹介（展示）、港区内の子ども
家庭支援サービス情報（資料配布））

（話題提供者）
①坂倉杏介（慶応大学グローバルセキュリ
ティ研究所特任講師/芝の家）、川上慎市郎

（浦安市立美浜南小学校PTA会長/グロービ
ス経営大学院准教授）
②嶋村仁志（NPO法人日本冒険遊び場づく
り協会）、大石佳正（港区高輪総合支所協働
推進課）
③中島佳世（家庭教育支援協会家庭教育ア
ドバイザー/実行委員）、片山うこ（日本作
法会師範/実行委員）
④金井由光（三田地区委員会副会長）
⑤実行委員6名

19
団
体

分
科
会
形
式

159名

子育て中43名（27%）
地域活動者44名（27%）
子育て支援関係機関36名（22%）
学生ボランティア13名（8%）
その他23名（14%）
＊地域活動者→民生・児童委員、町会や地
区委員会関係者、NPO法人、ボランティア
グループ、子育て家族支援者、子むすび会
員他
＊＊子育て支援関係機関→子育て広場事業
者、保育園、子ども中高生プラザや児童館、
放課GO事業者、助産師、社会福祉協議会他
中間支援組織、子ども家庭支援センターや
行政関係者ほか
＊＊＊その他→、区議会議員（元議員含む）、
研究者、在勤者、社付研ほか

地域21
（子育て支援スタッフ2、父親5、
母親14→外勤フル勤務8内育休
中2、自営/経営2、自営/経営
手伝い含む専業主婦4）
＊子どもの年齢→幼稚園利用
年齢の就学前と小学生中心、0
歳児含む3歳以下複数、中学生、
高校生、大学生
学生15

46団体
78名参加

・市民講座「港区内の子育て・子育ち環境の今
～いくつかの現場から～」（地域こぞってネッ
トワーク会議同時開催）
ゲストスピーカー：
NPO法人日本冒険遊び場づくり協会
みなとボニータ
港区立子ども家庭支援センター
・活動スキルアップ講座
「世代をこえたコミュニケーションを促す術を
学ぼう」
ファシリテーター：加留部貴行（九州大学客員
准教授）

◇担当ソーシャルワーカー：
平野幸子・濵田智恵美

２
０
１
３
年
度

みんなで
なかよく
とりもとう！

・はじめの全体会
・6つの井戸端会議（分科会）
①多世代・地域・つながり～子ども時代を遊
びきる～
②ゲーム・スマホetc.のトラブル急増中！ど
うする？親は？子どもは？～現役中高生と
いっしょに考えよう！～
③家族が増えるとどう変わる？ママ・パパの
期待と不安～家族が楽しく生きるには～
④どの子もすごしやすい地域づくり～子ども
の発達の課題に視点をおいて～
⑤大学生の放課GO！？～地域の子育て、大学
生にできること～

（話題提供者）
①松山貞幸（港三田豊岡町会長）
中村良子（御田小学校PTA副会長）
みなと外遊びの会副代表硲田栄
②高陵中学校生徒会4名・鍛冶智実（高校生）                
③石平達也（実行委員）
④実行委員
⑤明治学院大学法学部　鍛冶ゼミ３年生５
名他

22
団
体

分
科
会
形
式

146名

子育て中50名（34%）
地域活動者25名（17%）
子育て支援関係機関32名（21%）
企業商店2名（1%）
学生ボランティア11名（7%）
その他25名（17%）
＊地域活動者→民生・児童委員、町会や地
区委員会関係者、NPO法人、ボランティア
グループほか
＊＊子育て支援関係機関→子育て広場事業
者、保育園、子ども中高生プラザや児童館、
放課GO事業者、助産師、社会福祉協議会、
中学校、子ども家庭支援センターや行政関

地域22
（子育て支援スタッフ2、父親4、
母親16→外勤フル勤務5、自営
1、自営/経営手伝い含む専業
主婦8、他大生2）
＊子どもの年齢→幼稚園利用
年齢の就学前多数、小学生・
中学生複数、高校生、大学生）
学生15

41団体
58名参加/
資料参加
4団体

・市民講座「～社会的孤立問題を考える～注
目！地域のつながりをとりもつ人たち」
コーディネーター:鍛冶智也（本学法学部教授）
実践報告：
廣田千秋（こぞって実行委員）
加藤三奈・丸山宗一（港区社会福祉協議会）
渡辺修二（いきいきサロン主宰他）
中村今治（レインボー白金）
築田晴（高輪地区高齢者相談センター）
・活動スキルアップ講座
「対話を紡ぐ方法～多世代・立場を超えた人と
交わるために～」全2回実施
ファシリテーター：加留部貴行（九州大学客員
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年
度

掲げた
キャッチ
コピー

懇談会の内容 外部協力者・報告者等（敬称略、所属肩書
等はすべて当時）

活動
紹介
団体

懇談
会の
形式

参加者数 参加者内訳 社付研/子家センスタッフ以外の
実行委員の構成等

地域こぞっ
てネットワー
ク会議参加
者/団体数

連動した社付研の実践活動/
担当ソーシャルワーカー

２
０
１
３
年
度

みんなで
なかよく
とりもとう！

⑥子育て・家庭・地域etc.な～んでもしゃべ
り場
・おひらきの全体会（協力：クルポンズ）
・地域情報コーナー（子育て/子ども応援グ
ループNPO活動紹介（展示）、港区内の子ども
家庭支援サービス情報（資料配布））

22
団
体

分
科
会
形
式

146名

係者ほか
＊＊＊その他→区議会議員、研究者、在勤者、
明治学院大学関係者・卒業生ほか

41団体
58名参加/
資料参加
4団体

准教授）

◇担当ソーシャルワーカー：
平野幸子・濵田智恵美

２
０
１
４
年

みんなで
なかよく
とりもとう！

・はじめの全体会
・6つの井戸端会議（分科会）
①多世代・地域・つながり～子育ての今と昔
～
②20代・30代の考える家族や子育て
③子どもの貧困～港区の実態と課題～
④家庭教育を話そう～思春期のイロイロ～
⑤どの子もすごしやすい地域づくり～発達の
課題に視点をおいて～
⑥子育て・家庭・地域etc.な～んでもしゃべ
り場
・地域情報コーナー（子育て/子ども応援グ
ループNPO活動紹介（展示）、港区内の子ども
家庭支援サービス情報（資料配布））、フルー
ト演奏

（話題提供者　　③は調査報告者）
①星野裕子（高輪児童館館長）
林加代子（元港区立保育園長）
②元学生実行委員（明治学院大学卒業生）
③明治学院大学法学部鍛冶ゼミ3年生4名
④実行委員
⑤下村博史（3人の男子の父親/実行委員）

18
団
体

分
科
会
形
式

163名

子育て中45名（27%）
子育て支援関係機関36名（22%）
地域活動者23名（14%）
企業商店3名（1%）
学生ボランティア17名（10%）
その他38名（23%）
＊地域活動者→民生・児童委員、町会や地
区委員会関係者。NPO法人、ボランティア
グループほか
＊＊子育て支援関係機関→子育て広場事業
者、保育園、子ども中高生プラザや児童館、
放課GO事業者、学校、子ども家庭支援セン
ターや行政関係者ほか
＊＊＊その他→区議会議員、研究者、在勤
者、大学生、中学生、明治学院大学関係者・
卒業生ほか

地域24
（子育て支援スタッフ5、父親5、
母親11→外勤フル勤務4内育休
中1、自営1、自営/経営手伝い
含む専業主婦6、卒業生3）
＊子どもの年齢→0歳児から幼
稚園利用年齢、小学生、中学生、
高校生、大学生、社会人
学生17

55団体
80名参加/
資料参加
1団体

・一般社団法人みなとこぞってネットワーク設
立支援
・市民講座「市民自らが創り出す多世代交流～
実践現場に赴いて学ぶ～」
訪問先：えんがわの家　よってこしもだ（横浜
市港北区）
・活動スキルアアップ講座
「ボランティア活動・市民活動の資金づくり」
講師：清水志穂（東京ボランティア・市民活動
センタースタッフ）

◇担当ソーシャルワーカー：
平野幸子・濵田智恵美

２
０
１
５
年

みんなで
なかよく
とりもとう！

・はじめの全体会
・5つの井戸端会議（分科会）
①多世代・地域・つながり～10代と話そう！
子どもっていつから大人？～
②〈親子参加型企画〉み～んな集まれ！ふれ
あい遊びを楽しもう☆
③〈大学生企画〉子どもの孤立～大人が知ら
ない子どもの実態～
④就学前の子どもとのすごし方～ライフスタ
イルの違いをこえて～
⑤小学生になるとどう変わる？どう変わっ
た？～知りたい！話したい！～
・地域情報コーナー（子育て/子ども応援グ
ループNPO活動紹介（展示）、港区内の子ども
家庭支援サービス情報（資料配布））
・交流会（演奏協力：NPO法人インストゥルメ
ント・フォー・チルドレン）

（話題提供者　①②は協力者、③は調査報
告者）
①チャレンジコミュニティクラブ
港区立高陵中学校生徒会
東海大学付属高輪台高校中等部生徒会
明治学院高校校長
②田島綾子
③明治学院大学法学部鍛冶ゼミ3年生10名
④上野志摩（元実行委員）
中鉢康子（元実行委員）
石平達也（実行委員）
⑤金本伸一（青山児童館館長）
西崎伸彦（元小学校PTA会長/現東京都中学
校PTA協議会総務理事/実行委員）

22
団
体

分
科
会
形
式

159名

子育て中53名（33%）
乳幼児9名（5%）
中学生4名（2%）
高校生7名（4%）
大学生19名（11%）
地域活動者16名（10%）
子育て支援関係機関30名（18%）
企業商店9名（5%）
その他12名（7%）
＊地域活動者→主任児童委員、チャレンジ
コミュニティクラブ、NPO法人、ボランティ
アグループほか
＊＊子育て支援関係機関→子育て広場事業
者、保育園、児童館、放課GO事業者、学校、
社会福祉協議会、子ども家庭支援センター
や行政関係者ほか
＊＊＊その他→区議会議員、研究者、在勤者、
明治学院大学関係者・卒業生

地域21
（子育て支援スタッフ6、父親5、
母親10→外勤フル勤務3、自営
1、自営/経営手伝い含む専業
主婦6）
＊子どもの年齢→0歳児から幼
稚園利用年齢、小学生、中学生、
高校生、大学生、社会人
学生18

58団体
86名参加

（資料参加
1団体）

・一般社団法人みなとこぞってネットワーク設
立支援
・市民講座「～社会的孤立問題を考える～分野
を超えた課題提起から糸口を探る」
課題提起者：
松原康雄「子ども虐待問題から」
河合克義「ひとり暮らし高齢者調査から」
浅川達人「フードデザート（食の砂漠）問題か
ら」（3名共、本学社会学部教授）
・活動スキルアップ講座
「チーム・ビルディング」 
ファシリテーター：:加留部貴行（九州大学大学
院客員准教授）

◇担当ソーシャルワーカー：
平野幸子・武田玲子



「港区地域こぞって子育て懇談会」2006年度～2015年度実践報告

─ 155 ─

年
度

掲げた
キャッチ
コピー

懇談会の内容 外部協力者・報告者等（敬称略、所属肩書
等はすべて当時）

活動
紹介
団体

懇談
会の
形式

参加者数 参加者内訳 社付研/子家センスタッフ以外の
実行委員の構成等

地域こぞっ
てネットワー
ク会議参加
者/団体数

連動した社付研の実践活動/
担当ソーシャルワーカー

２
０
１
３
年
度

みんなで
なかよく
とりもとう！

⑥子育て・家庭・地域etc.な～んでもしゃべ
り場
・おひらきの全体会（協力：クルポンズ）
・地域情報コーナー（子育て/子ども応援グ
ループNPO活動紹介（展示）、港区内の子ども
家庭支援サービス情報（資料配布））

22
団
体

分
科
会
形
式

146名

係者ほか
＊＊＊その他→区議会議員、研究者、在勤者、
明治学院大学関係者・卒業生ほか

41団体
58名参加/
資料参加
4団体

准教授）

◇担当ソーシャルワーカー：
平野幸子・濵田智恵美

２
０
１
４
年

みんなで
なかよく
とりもとう！

・はじめの全体会
・6つの井戸端会議（分科会）
①多世代・地域・つながり～子育ての今と昔
～
②20代・30代の考える家族や子育て
③子どもの貧困～港区の実態と課題～
④家庭教育を話そう～思春期のイロイロ～
⑤どの子もすごしやすい地域づくり～発達の
課題に視点をおいて～
⑥子育て・家庭・地域etc.な～んでもしゃべ
り場
・地域情報コーナー（子育て/子ども応援グ
ループNPO活動紹介（展示）、港区内の子ども
家庭支援サービス情報（資料配布））、フルー
ト演奏

（話題提供者　　③は調査報告者）
①星野裕子（高輪児童館館長）
林加代子（元港区立保育園長）
②元学生実行委員（明治学院大学卒業生）
③明治学院大学法学部鍛冶ゼミ3年生4名
④実行委員
⑤下村博史（3人の男子の父親/実行委員）

18
団
体

分
科
会
形
式

163名

子育て中45名（27%）
子育て支援関係機関36名（22%）
地域活動者23名（14%）
企業商店3名（1%）
学生ボランティア17名（10%）
その他38名（23%）
＊地域活動者→民生・児童委員、町会や地
区委員会関係者。NPO法人、ボランティア
グループほか
＊＊子育て支援関係機関→子育て広場事業
者、保育園、子ども中高生プラザや児童館、
放課GO事業者、学校、子ども家庭支援セン
ターや行政関係者ほか
＊＊＊その他→区議会議員、研究者、在勤
者、大学生、中学生、明治学院大学関係者・
卒業生ほか

地域24
（子育て支援スタッフ5、父親5、
母親11→外勤フル勤務4内育休
中1、自営1、自営/経営手伝い
含む専業主婦6、卒業生3）
＊子どもの年齢→0歳児から幼
稚園利用年齢、小学生、中学生、
高校生、大学生、社会人
学生17

55団体
80名参加/
資料参加
1団体

・一般社団法人みなとこぞってネットワーク設
立支援
・市民講座「市民自らが創り出す多世代交流～
実践現場に赴いて学ぶ～」
訪問先：えんがわの家　よってこしもだ（横浜
市港北区）
・活動スキルアアップ講座
「ボランティア活動・市民活動の資金づくり」
講師：清水志穂（東京ボランティア・市民活動
センタースタッフ）

◇担当ソーシャルワーカー：
平野幸子・濵田智恵美

２
０
１
５
年

みんなで
なかよく
とりもとう！

・はじめの全体会
・5つの井戸端会議（分科会）
①多世代・地域・つながり～10代と話そう！
子どもっていつから大人？～
②〈親子参加型企画〉み～んな集まれ！ふれ
あい遊びを楽しもう☆
③〈大学生企画〉子どもの孤立～大人が知ら
ない子どもの実態～
④就学前の子どもとのすごし方～ライフスタ
イルの違いをこえて～
⑤小学生になるとどう変わる？どう変わっ
た？～知りたい！話したい！～
・地域情報コーナー（子育て/子ども応援グ
ループNPO活動紹介（展示）、港区内の子ども
家庭支援サービス情報（資料配布））
・交流会（演奏協力：NPO法人インストゥルメ
ント・フォー・チルドレン）

（話題提供者　①②は協力者、③は調査報
告者）
①チャレンジコミュニティクラブ
港区立高陵中学校生徒会
東海大学付属高輪台高校中等部生徒会
明治学院高校校長
②田島綾子
③明治学院大学法学部鍛冶ゼミ3年生10名
④上野志摩（元実行委員）
中鉢康子（元実行委員）
石平達也（実行委員）
⑤金本伸一（青山児童館館長）
西崎伸彦（元小学校PTA会長/現東京都中学
校PTA協議会総務理事/実行委員）

22
団
体

分
科
会
形
式

159名

子育て中53名（33%）
乳幼児9名（5%）
中学生4名（2%）
高校生7名（4%）
大学生19名（11%）
地域活動者16名（10%）
子育て支援関係機関30名（18%）
企業商店9名（5%）
その他12名（7%）
＊地域活動者→主任児童委員、チャレンジ
コミュニティクラブ、NPO法人、ボランティ
アグループほか
＊＊子育て支援関係機関→子育て広場事業
者、保育園、児童館、放課GO事業者、学校、
社会福祉協議会、子ども家庭支援センター
や行政関係者ほか
＊＊＊その他→区議会議員、研究者、在勤者、
明治学院大学関係者・卒業生

地域21
（子育て支援スタッフ6、父親5、
母親10→外勤フル勤務3、自営
1、自営/経営手伝い含む専業
主婦6）
＊子どもの年齢→0歳児から幼
稚園利用年齢、小学生、中学生、
高校生、大学生、社会人
学生18

58団体
86名参加

（資料参加
1団体）

・一般社団法人みなとこぞってネットワーク設
立支援
・市民講座「～社会的孤立問題を考える～分野
を超えた課題提起から糸口を探る」
課題提起者：
松原康雄「子ども虐待問題から」
河合克義「ひとり暮らし高齢者調査から」
浅川達人「フードデザート（食の砂漠）問題か
ら」（3名共、本学社会学部教授）
・活動スキルアップ講座
「チーム・ビルディング」 
ファシリテーター：:加留部貴行（九州大学大学
院客員准教授）

◇担当ソーシャルワーカー：
平野幸子・武田玲子


